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須玖遺跡群から出土した、日本最古と

なる弥生時代（紀元前２世紀頃）の石製

分銅８点の展示会を開催します。 

これらは、朝鮮半島の遺跡で出土した

もの重さの規格が同じで、「権
けん

」と呼ば

れる計量用の重りであることが分かり

ました。 

青銅器鋳型や石斧を転用したものな

ど、大小の分銅を展示します。 

 

記 

 １ 展示会開催期間 

   ２０２１年１月５日（火）～２月１４日（日） 

 ２ 展示内容 

   春日市須玖遺跡群出土石製分銅（権）：計８点 

 ３ 担当課 

   春日市教育部 文化財課 調査保存担当  

   春日市岡本３‐５７（春日市奴国の丘歴史資料館） 

   TEL 092-501-1144 FAX 092-573-1077 

   E-mail nakoku@city.kasuga.fukuoka.jp 

以上 

【リリースに関する問い合わせ】 

春日市 経営企画部 秘書広報課 広報広聴担当 

〒８１６－８５０１ 福岡県春日市原町３丁目１番地５ 

電話 ０９２－５８４－１１１１(代)    Fax  ０９２－５８４－１１４５ 

E-mail  koho@city.kasuga.fukuoka.jp  Web  https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/ 

日本最古の分銅など８点を展示 

「明らかにされた奴国のおもり」開催 

▲須玖遺跡群から出土した分銅（権） 


